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1.士師がいない時代(サタンの策略) 2.キリスト 3.霊的師士を育てる方法 メモ

▲士師の時代は、霊的な指導者がいない時代である。

これはサタンの策略である。

1)士師 17:6(そのころ、イスラエルには王がなく、めい
めいが自分の目に正しいと見えることを行なっていた)
(1)士師 18:1(そのころ、イスラエルには王がなかった)
・士師 19:1(イスラエルに王がなかった時代のこと)
・士師 21:25(イスラエルには王がなく、めいめいが
自分の目に正しいと見えることを行なっていた)
(2)神様が戦うことを命じられた。
－しかしイスラエルの民が戦うことを大変に思った。

2)自分中心(罪)
(1)戦いをやめて自分たちの考え通りに判断をした。
(2)指導者がいなかったことが原因である。
(3)悪魔に従う人に妥協してしまうと自分達も同じ
ように偶像崇拝を拝むようになり苦しくなる。

3)罪(偶像)→苦しみ
(1)世界中の人々が悪魔の宗教・偶像に騙されている。
(2)悪魔は家系代々に偶像を拝ませて苦しみを与える。
－自分の家系に働いてきた悪魔と戦うように。

(3)士師の時代には人々が偶像崇拝をして苦しみの
中にいた時に、イスラエルの民は叫ぶ祈りをささげた

－士師の指導者を立て平和を回復をするが、また、

士師がいなくなり、偶像崇拝をするときに苦しみが

続くようになる。

－このような歴史を 350年間繰り返した。
(4)士師はキリストのひな形である(キリストを意味)
－キリストを信じる指導者がいなければ苦しくなる。

苦しみ

叫ぶ 罪(偶像)
(祈り)

士師 平和

(キリスト)

(5)悪魔は士師が立てられないように働く。
(6)キリストがいなければ悪魔に騙されて生きるしか
ない。

▲サタンの苦しみから救う為に、キリストが来られ

た。苦しみ滅びるしかない人間に約束を下さった。

1)創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、お
まえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、

おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにか

みつく)
(1)女の子孫であるキリストがサタンの頭を砕く。
(2)キリストによって神様の子どもになる。
2)出 12:12-13(あなたがたのいる家々の血は、あなた
がたのためにしるしとなる。わたしはその血を見

て、あなたがたの所を通り越そう。わたしがエジプ

トの地を打つとき、あなたがたには滅びのわざわい

は起こらない)
(1)門柱とかもいに羊の血を塗る時に守られた。
－エジプトの神々は血を塗る時に打ち砕かれる。

(2)エジプトの奴隷であるイスラエルの民を救う。
3)詩篇 110:1(主は、私の主に仰せられる。「わたしが
あなたの敵をあなたの足台とするまでは、わたしの

右の座に着いていよ)
(1)御子キリストがサタンの頭を足台にしている。
(2)イエス・キリストが真の王である。

4)マタイ 16:16(シモン・ペテロが答えて言った。「あ
なたは、生ける神の御子キリストです。」)
(1)真の祭司：キリストが全ての罪を赦す。
(2)真の王：キリストはサタンの頭を打ち砕いた。
(3)真の預言者：キリストは永遠の命を下さった。

5)1ヨハ 3:8(罪のうちを歩む者は、悪魔から出た者で
す。悪魔は初めから罪を犯しているからです。神の

子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすため

です)
(1)キリストがサタンの頭を打ち砕いたことを
分かると勝利をするようになる。

(2)私たちがキリストを主人とする時にサタンに
騙されることはない。

▲悪魔の策略はキリストを知っている指導者がい

ないように騙す。霊的な士師たちを育てる方法を知

ることが神様の願いである。

1)ただキリスト
(1)ただキリストの信仰を持つ人を養育する。

2)CVDIP(契約・ビジョン・夢・イメージ・実践)
(1)サタンの国をつぶしてキリストの国をたてる
－自分のビジョン、夢である。

(2)リーダーはサタンと戦おうとする敵対心が
必要である－それに対するビジョンを持つ。

(3)キリストが悪魔の頭を打ち砕いた。
－キリストの御名で悪魔の国を砕くビジョンを

持つように。

(4)ヨエ 2:28(その後、わたしは、わたしの霊をす
べての人に注ぐ。あなたがたの息子や娘は預言

し、年寄りは夢を見、若い男は幻を見る)
(1)信じる人には聖霊が与えられ夢を与えられる。
(2)青年たちは夢がないので堕落をするしかない。

3)１、3，8、14、24(時)、25(時)、00(永遠)、237(国)
(1)契約の中でのビジョンを持つように。

4)レムナント
(1)士師の時代にバアルの神を拝む人が多くいた。
－ギデオンはバアルの神を壊した。

(2)主は 12万人のミデヤンの軍隊を追い出すよう
にギデオンに命じられた。

①12万人の軍隊と戦う為に 32000人の軍隊が
集まったが主は減らすように命じられた。

－結果的に軍隊の数を 300人に減らした
②300人のイスラエルの民で 12万人を殺した。
③私たちがサタンの国と戦おうとすると知恵を

与えて下さり、打ち砕けるように助けて下さる。

(3)私達がいるのでそれぞれの現場が生かされる
(4)世を生かすリーダーがいない事が問題である。
－福音宣教教会はレムナントを強く育てる。

(6)ギデオンはビジョンがあるの主が用いた。
5)弟子－サタンに対して敵対心を持つように
(1)サタンに敵対心を持ちサタンの国をつぶす。



区域地教会（2019 年 8 月 3 日～2019 年 8 月 10 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「士師が立てられないように妨害するサタンを滅ぼしたキリスト」（士師 21:25）

【讃美】 340 主と主のことばに

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

1. 8/5(月)-7(水) いやし合宿(四日市教会)

2． 8/6(火)19:30-7(水)14:00,19:30 集中訓練

講師:金サンボム牧師

3．全聖徒に大阪教会と磐田教会の購入、キリスト保育園の

設備工事の献金へ参加をお願いします。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


